
 
 
 
 
 
 
 
 
  広島県では，仕事も暮らしもどちらも充実したライフスタイルを「欲張りなライフスタ

イル」として，その実現を目指して各種施策を推進しています。 

 この度，｢知事が田舎暮らしをしていたら｣という設定で，湯﨑知事が３日間にわたって 

江田島市内の１軒家に滞在し，そこから県庁に通勤し，また島に滞在したままリモートワー

クを行いながら，田舎暮らしを満喫する「お試し居住」を実践します。 

 

 これは，本県の大きな魅力である，自然豊かな地域に暮らしながら近接する都市で働く「都

市と自然の近接ライフ」を知事自らが実践し，リモートワークなどの『多様な働き方』と，

ＳＵＰ※や海岸でのＢＢＱなど江田島らしい『暮らし』をともにアピールするものです。 

 この様子は，県の広報媒体や移住サポートメディア「HIROBIRO」，首都圏での定住フェア

などの様々な機会を通じて，広島では， 

仕事も暮らしも充実した「欲張りなライフ 

スタイル」の実践ができることを県民の 

皆様にＰＲし，また首都圏をはじめとする 

移住希望者や全国の広島ファンに向け強力 

に発信していきます。 

 
【「江田島市お試し居住」の概要】  

 ■ 日 時 平成 30年７月 11 日（水）～13日（金）の３日間 

■ プログラム 

 区 分 内 容 

１日目（7/11） 
■ 地元食材ＢＢＱ 

➣ 地域おこし協力隊員の皆さんとの交流 

２日目（7/12） 

■ チャレンジ・里山ワーク拡大事業「モニターツアー」 

➣ サテライトオフィスを検討している企業との意見交換 

■ どこでもワークの実践 

 ➣ リモートワークの実践 

■ 「ＳＵＰ（サップ）」体験 

 ➣ 海を体感するマリンアクティビティ体験 

３日目（7/13） ■ ブレックファーストミーティング 

➣ 地域おこし協力隊員の方々と「移住・定住，交流促進」について，朝食

を食べながらの意見交換 

  

～都市と自然の近接ライフの実践～ 

湯 﨑 知 事 が 江 田 島 市 で お 試 し 居 住 を 実 践 
田舎暮らしならではのアクティビティやリモートワークを体験 
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【参考】 
 ※ＳＵＰ（サップ）とは 
  Stand Up Paddle（スタンド・アップ・パドル）の略称。頭文字をとってサップと呼ばれています。 

ハワイ発祥のマリンスポーツで，サーフボードよりも少し大きめの板の上に立ち，パドルを漕ぎながら波乗りし

たり，海の上を散歩するといったことが楽しめる水上アクティビティです。 



 

 

 
 
 
 

中山間地域における新たなワークスタイルの実現に向けて，県と誘致意向のある６市町

（三原市，庄原市，安芸高田市，江田島市，大崎上島町，神石高原町）が連携し，地域内

の古民家や空店舗，廃校施設，ＩＣＴなどを活用した，サテライトオフィスの誘致に向け

た受入環境づくり等，準備を進めています。 

その第一弾として，７月１２日から１３日の２日間，江田島市においてモニターツアー

を実施することとし，本日から，参加申し込みを受け付けます。 

なお，ツアー初日の７月１２日のオリエンテーションには，「江田島市お試し居住」を実

践中の湯﨑知事が参加し，ツアー参加企業との懇談を行います。 

【ツアー概要】 

行程（平成３０年７月１２日，１３日）  

日 時 行   程 備 考 

７月１２日（木） 

１２：００ 広島港（集合）  

１３：２０～ 
オリエンテーション 
～市及び県の誘致方針の説明等 

※知事参加 

（14：30～） 

１５：３０～ 
現地視察（市内事業者） 
～オリーブ農園と６次産業化施設 

 

１９：００～ 
レセプション（意見交換） 
～地元自治体，地域づくり関係者，経済団体等 

 

７月１３日（金） 

 ８：４５～ 
現地視察（周辺環境） 
～オフィス開設候補物件，生活関連施設 

 

１０：００～ 
現地視察（耕作放棄地の活用事例） 
～耕作放棄地を活用した新たな地域ブランドの開発 

 

１１：４０～ 
現地視察（周辺環境） 
～オフィス開設候補物件，食料品等生活関連店舗 

 

１３：１０～ 
意見交換（進出への支援等） 
～江田島市と商工会からの企業進出支援 

 

１５：１０ 広島港（解散）  

 

【募集概要】 

期    間 ：平成３０年６月１９日（火）～平成３０年７月６日（金） 

申 込 先 ：江田島市交流定住促進協議会事務局（江田島市産業部交流観光課内） 

（TEL：0823-43-1632） 

関係サイト： 【県】http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/semi-mt/satoyama-work2.html  

【市】http://www.city.etajima.hiroshima.jp/cms/articles/show/5514 

 

【今後の動き】 

現在，６市町では，導入を検討する企業等の誘致に向け，受入地の自然環境，生活環境，地域

産業，地域で活躍している方など，導入にあたって企業が重視する点を，実際に見ていただくた

めのモニターツアー（現地案内ツアー）や，短期（１週間～４週間）の現地勤務を体験できる拠

点として，「お試しオフィス」の整備を進めているところであり，今後，ITベンチャーをはじめと

する様々な企業にサテライトオフィスの開設を働きかけていく予定です。 

  

～中山間の地域資源を活かした新しいワークスタイルの創造～ 

（第１弾）江田島市サテライトオフィスモニターツアー実施 
期間中，湯崎知事とモニターツアー参加企業との懇談も実施 



【取材案内】 

今回の「お試し居住」「モニターツアー」については，原則，全日程撮影可能ですが，一部撮影できな

い場所があります。 

日程の詳細については，別途，取材案内を配布するとともに説明会を予定しています。 

 ※雨天決行。ただし，災害対策本部が設置等されている場合は，行程の一部又は全部を中止します。 


